




                                 jV突が有限時間で終わり，プ個の質点から成るクラスタが。5個（oゴ≧O，Σノ。ゴ＝M）とたる確率は
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    ム間（X5，Xゐ）に多くの従属関係があるときは利用できない．）
 （ii）数量化III類…相関係数7打の最大化による数量化FX＝倫GX
 （iii）主成分数量化…分散σ多の最大化による数量化FX＝σ多CX（説明アイテム間（Xゴ，X尾）に従属
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         男女の生まれかわり～日本人の国民性調査から









   1男に   2女に   3その他［記入］  4D．K．
各カテゴリの回答比率を調査時点・男女別に示すと図1のようにたる．これをみると，男と女の回答比
率の時代的推移は好対照であることがわかる．男の‘男に生まれてきたい’という比率が1958年以来ぽぽ
90％で変わらないのに対して，女の‘男に生まれてきたい’という比率は，1958年に64％だったものが68
年まで5年ごとにほば10ポイントずつ減少し，その後70年代には微減傾向だったが，80年代に入って
再び減少傾向が加速して，1988年には34％となっているのである．男性が“変わろうとしない”のに
対して，女性は確実に変わってきている．
 このような女全体についての意見の変化は，すべての年齢層あるいは世代の意見が同じ方向に変わっ
たことによってもたらされたのであろうか，それとも違う意見をもった若い世代が入ってくることに
